
資料５の２ 

◆第２期データヘルス計画 分析結果 

【概要】 

 第２期データヘルス計画は、その目的を達成するため当時の医療情報・特定

健診情報から課題を整理し、４つの重点施策を打ち出しました。 

 第３期データヘルス計画策定に向けて、前期計画の振り返りを行いました。 

 

重点課題１：健康管理意識の向上 

●目標設定 

生活習慣病の医療費が高いことから、生活習慣病の予防や早期発見のた

め、特定健康診査や特定保健指導の受診率、終了率を向上させる。 

 

●達成状況 

・特定健康診査受診率 

AI分析に基づく受診勧奨の効果もあり、令和 2年度と令和 3年度は

40％を超えたが、目標値 50%の達成には至らなかった。 

・特定保健指導 

令和 2年度について、コロナにより集団指導を中止し個別指導のみと

なったが対象者に合わせた保健指導を行った結果 22.7％と上昇した。

しかし、全体を通しては目標値 33.5％を達成できなかった。 

 

●分析結果 

・特定健康診査 

40・50歳代の受診率が低迷しているため、受診勧奨方法を検討する必

要がある。 

・特定保健指導 

特定健診から保健指導対象者への通知を行うまで期間が空いてしまう

ため、本人の危機感や興味が低くなってしまうことにより実施率が低

迷していると思われる。 

電話や訪問による受診勧奨がマンパワーの問題から困難な状況があ

る。 

 

 

 



重点課題２：メタボリックシンドローム該当者・予備群の減少 

●目標設定 

特定保健指導を通じて、リスク保有者、メタボ該当者、予備群該当者を減

少させる。 

 

●達成状況 

・メタボ該当者率 

各年度目標値 18%を若干超える状況だが、ほぼ横ばいとなっている。 

・メタボ予備群率 

各年度目標値 10.5%を若干超える状況だが、ほぼ横ばいとなっている。 

 

●分析結果 

個別事業評価では、特定保健指導参加者の生活習慣（食事・運動）改善率

は高い数値となったが、実施率が伸び悩んでいるため、実際のメタボ該当

者・予備群率は横ばいとなっている。 

特定健診受診率の向上により、早期にメタボ予備群を把握し対応すること

で、中長期的にメタボ該当率を下げることにつなげることができる。 

 

重点課題３：生活習慣病の重症化予防の強化 

●目標設定 

糖尿病性腎症の重症化を予防し、人工透析治療への移行を遅らせる。ま

た、糖尿病の慢性合併症の一つである糖尿病網膜症の早期発見、早期治療

に繋げるため糖尿病眼科検診の受診促進を図る。 

 

●達成状況 

・糖尿病性腎症重症化予防対象者の翌年度特定健診受診率 

令和 2年度は目標値 70%を達成できたが、その他の年度については未達

成となっている。 

・糖尿病眼科検診受診率 

目標値 60%を各年度達成できていない。 

 

●分析結果 

・糖尿病性腎症重症化予防 

個別事業評価では、アウトカム指標を４つ設定しているが、元々の対象者

が少ないため、各年度の変動が大きくなってしまう。 

令和 4年度人工透析患者数は 20人で、うち新規人工透析となった人数は



9人となっている。各年度通じて人工透析患者数は減少しているが、うち

新規人工透析患者数の割合は減少していない。 

 

取得元：KDBシステム〔医療費分析（１）細小分類〕より 

・糖尿病眼科検診 

すでに病院を受診しているため、眼科検診が必要ないケースが見受けられ

る。 

眼科検診受診者が通院へとつながっていない現状がある。 

 

 

 

重点課題４：医療費適正化の推進 

●目標設定 

医療費を縮小するため、ジェネリック医薬品の利用を促す。適正受診・適

正服薬への取組を行う。 

 

●達成状況 

・後発医薬品の数量シェア 

令和 2年度以降は目標値 80％を達成できている。 

 

●分析結果 

後発医薬品差額通知書を年間３回発送しており、効果が出ている。 








